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１ 北広島市の都市交通情勢 

 1.1 北広島市の現況 

 

 （1）概要 

  北広島市は、石狩平野のほぼ中央に位置し、北西は札幌市、北は江別市、東は千歳

川をはさんで長沼町、南幌町、南は恵庭市に接しており、交通の利便性の高い地区に、

国有林を囲む形で市街地（東部地区、北広島団地地区、大曲地区、西部地区、西の里

地区）が形成されています。 

交通のアクセス状況をみると JR 千歳線北広島駅から快速電車で札幌まで 16 分、

新千歳空港まで 20 分、新札幌まで 8 分、また主要国道の 36 号や 274 号、道央自動

車道の北広島 IC を起点に札幌都心部や新千歳空港へも車で 30 分、苫小牧港、小樽

港のいずれへも車で 40 分で移動できる距離となっています。 

 

地区名 地勢 

東部地区 
高校や大学等の文教施設、市役所等の公共機関、金融機関等が集積

する市の中心的な地区 

北広島団地地区 
緑が豊かでゆとりある住環境を備えた住宅団地であり、近隣公園や

歩行者・自転車専用道路（トリムコース）等が整備された地区 

大曲地区 

道央自動車道、国道 36 号、羊ヶ丘通などの広域幹線道路が通り、札

幌市と新千歳空港などを結ぶ交通の要衝となっており、民間の宅地

開発による住宅地の整備が進められた地区 

西部地区 

道央自動車道や国道36号の広域幹線道路の利便性を生かした北広島

輪厚工業団地を有し、民間の宅地開発などにより住宅地の整備が進

められた地区 

西の里地区 
特別養護老人ホームや児童養護施設など社会福祉施設が集中してお

り、計画的に住宅地が形成された地区 
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（2）人口 

  ①人口減少と高齢化の進行 

   北広島市の人口は、全道平均を下回る出生率や高齢化の進展などにより、平成

19 年の 61,199 人をピークに減少に転じています。平成 27 年の人口は、59,064 人

で、平成 19 年から比較すると、約 2,000 人減少しています。 

   国立社会保障・人口問題研究所の推計では、人口は平成 42年に 52,732 人と見込

まれています。 

   高齢者人口割合（65 歳以上の人口割合）は、増加傾向が続いており、平成 27 年度に

は 29.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-1 人口と高齢化率の推移 

9,529  8,780  8,572  8,083  7,213  6,084  5,290  4,652  

37,343  40,128  

40,553  

38,693  
34,586  

32,314  
30,186  

27,958  

6,665  
8,823  

11,552  13,577  17,265  

19,149  
19,864  

20,122  

12.4% 

15.3% 

19.0% 

22.5% 

29.2% 

33.3% 

35.9% 38.2% 

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｈ32 Ｈ37 Ｈ42 

老年人口 生産年齢人口 年少人口 高齢化率 人口（人） 高齢化率 

53,537 

57,731 
60,677 60,353 59,064 

57,547 

55,340 
52,732 

人口推移 

 平成 19 年に人口ピーク：61,199 人 

国勢調査 社人研 

H7 H12 H17 H22 H27
人口 人口 人口 人口 人口

高齢化率 高齢化率 高齢化率 高齢化率 高齢化率
13,839 14,745 15,643 15,957 15,852

10.6% 13.6% 16.8% 19.5% 26.8%
19,163 18,527 17,646 16,238 15,091

13.0% 18.1% 25.1% 32.4% 41.7%
13,154 15,599 16,968 17,008 16,921

19.6% 20.1% 20.9% 23.3% 22.7%
2,296 3,162 3,759 4,399 4,235
10.0% 11.6% 14.2% 16.5% 22.7%

5,085 5,698 6,661 6,751 6,965
16.7% 16.3% 18.2% 18.6% 18.7%

西の里地区

西部地区

大曲地区

北広島団地地区

地区名

東部地区



3 

 

（3）人口分布 

 ①人口密度の現況 

   北広島市の人口密度は、大曲地区、北広島団地地区、及び東部地区で高くなって

います。 

 

 

 

 

 

  

図 1-2 北広島市の人口密度 

出典：平成 22 年国勢調査 
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 ②高齢者人口密度 

  北広島市の高齢者人口密度は、北広島団地地区及び西の里地区で高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-3 高齢者人口密度 

出典：平成 22 年国勢調査 
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 （4）都市機能施設の分布 

 市民生活に密接に関連する市役所や出張所等の公共施設や医療施設、商業施設な

どの都市機能は、概ね各地区に立地しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-4 北広島市の施設分布状況（公共施設） 
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図 1-5 北広島市の施設分布状況（医療施設） 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

● 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

▲ 

● 

● 

● 

 

図 1-6 北広島市の施設分布状況（商業施設） 
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 （5）自動車保有台数の状況 

   北広島市で北海道運輸局に登録されている自動車保有台数は、平成 18 年度に

30,000 台を超え、増加傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   1 世帯当たりの自動車保有台数と 1人あたりの自動車保有台数は、横ばい傾向と

なっています。 
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（台） 

図 1-7 北広島市の自動車保有台数推移（各年 3月末現在） 

出典：北海道自動車統計 

図 1-8 1 世帯、1人あたりの自動車保有台数推移（各年 3月末現在） 

出典：北海道自動車統計 

（台） 
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 1.2 公共交通の現況 

 

 （1）路線バス 

  北広島市のバス路線は、2社のバス事業者により 18 路線で構成されています。 

 

 

バス事業者 路線名 特記事項 

北海道中央バス 

①北広島団地線 市内線 

②広島線 市外線 

③千歳線 市外線 

④柏葉台団地線 市外線 

⑤上野幌循環通線 市外線 

⑥大谷地・柏葉台線 市外線 

⑦美しが丘線 市外線 

⑧大曲光線 市外線 

⑨真栄団地線 市外線 

⑩北広島・三井アウトレットパーク線 市内線 

⑪三井アウトレットパーク線 市外線 

ジェイ・アール 

北海道バス 

⑫北広島線 市外線 

⑬長沼線 市外線 

⑭南幌線 市外線 

⑮共栄線 市外線 

⑯虹ヶ丘線 市外線 

⑰虹ヶ丘線（循環） 市外線 

北海道中央バス 

・ 

ジェイ・アール 

北海道バス 

共同運行路線 

⑱新さっぽろ大曲線 市外線 

※市内線：運行経路、起点や終点が北広島市の区域内にある路線 

※市外線：北広島市と他市町村間を運行している路線  

表 1-1 市内を運行している路線バスの概要 
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（2）各路線の現状 

  北広島市内を運行する路線バスは、北広島駅を経由する路線が多くあり、北広島駅

で乗り継ぐことで、各地区に行くことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 1-9 市内を運行している路線バス 
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表 1-2 中央バス バス路線の概要 
バス事業者 起点 経由地 終点 運行便数 始発 終発

山手町4丁目 北広島駅
北広島駅

総合体育館前
東部中学校

25便 6：00 19：37

北広島駅
総合体育館前
東部中西

北広島駅 山手町4丁目 32便 8：15 23：28

山手町4丁目 北広島駅
北広島駅

総合体育館前
東部中学校

26便 6：02 19：22

北広島駅
総合体育館前
東部中西

北広島駅 山手町4丁目 34便 7：43 23：23

北広島駅～
共栄町系統

共栄町3丁目 - 北広島駅 2便 7：10 7：26

北広島駅～共
栄町～北広島

駅
北広島駅 共栄町3丁目 北広島駅 3便 17：52 19：37

北広島駅 - 東部中学校 4便 20：39 22：22

東部中西 - 北広島駅 2便 6：50 7：18

東部中西
北広島駅

道都大学
福住駅
札幌駅前

16便 6：33 20：35

福住駅
札幌駅前

道都大学
東部中学校
北広島駅

16便 6：35 20：35

東部中西
北広島駅

輪厚ゴルフ場
大曲
福住駅
札幌駅前

12便 7：03 18：30

大曲
福住駅
札幌駅前

輪厚ゴルフ場
東部中学校
北広島駅

13便 7：25 18：50

千歳駅前 大曲
福住駅
札幌駅前

21便 6：39
（大曲）

21：40
（大曲）

福住駅
札幌駅前

大曲 千歳駅前 21便 6：43
（大曲）

22：28
（大曲）

柏葉台団地
希望ヶ丘北
輪厚

清田区役所
福住駅
札幌駅前

28便 5：15 21：15

福住駅
札幌駅前

清田区役所
柏葉台団地

輪厚
25便 7：20 0：32

福住駅 清田体育館
柏葉台団地
希望ヶ丘中央

19便 8：15 0：20

柏葉台団地
希望ヶ丘北

清田体育館 福住駅 19便 6：45 20：00

大曲通北 - 大谷地駅 14便 6：41 19：41

大谷地駅 - 大曲通北 13便 10：40 21：52

柏葉台団地 - 大谷地駅 30便 6：32 20：16

大谷地駅 - 柏葉台団地 30便 7：40 22：23

三井アウトレット
パーク

大曲工業団地
- 福住駅 53便 6：01 21：15

福住駅 -
三井アウトレット

パーク
大曲工業団地

49便 7：31 23：30

大曲光4丁目 -
札幌駅前
福住駅

13便 6：30 17：27

札幌駅前
福住駅

- 大曲光4丁目 13便 8：55 19：20

三井アウトレット
パーク

- 大谷地駅 43便 6：15 21：30

大谷地駅 -
三井アウトレット

パーク
38便 7：32 23：03

北広島駅 -
三井アウトレット

パーク
3便 10：30 14：30

三井アウトレット
パーク

- 北広島駅 3便 12：50 16：50

三井アウトレット
パーク

- 札幌駅前 3便 13：00 17：00

札幌駅前 -
三井アウトレット

パーク
3便 10：00 14：00

柏葉台団地 - 新さっぽろ 17便 6：58 19：25

新さっぽろ - 柏葉台団地 18便 7：30 20：30

新さっぽろ大曲線

北海道
中央バス・
ジェイ・アール
北海道バス
共同運行路線

北広島・三井アウトレット
パーク線

三井アウトレットパーク線

北海道
中央バス

真栄団地線

大谷地・柏葉台線

美しが丘線

大曲光線

路線名

中央通経由

緑陽通経由

上野幌循環通線

北広島駅～
東部中系統

北広島団地線

道都大学経由

広島線

輪厚ゴルフ場
経由

千歳線

桂台団地経由

里塚中央経由

柏葉台団地線
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表 1-3 ジェイ・アール北海道バス バス路線の概要 

バス事業者 起点 経由地 終点 運行便数 始発 終発

北広島駅 -
札幌駅
大谷地駅
新札幌駅

11便 6：19 19：00

札幌駅
大谷地駅
新札幌駅

- 北広島駅 11便 6：54 18：15

大谷地駅
新札幌駅
北広島駅

-
長沼東町

ながぬま温泉
長沼高校前

22便 7：18 22：05

長沼東町
ながぬま温泉
長沼高校前

-
大谷地駅
新札幌駅
北広島駅

20便 6：05 19：15

大谷地駅 北の里 南幌ビューロー 6便 7：08 21：10

南幌ビューロー 北の里 大谷地駅 7便 6：27 19：23

大谷地駅 西幌 南幌ビューロー 4便 12：43 17：40

南幌ビューロー 西幌
大谷地駅
北広島駅

3便 6：45 12：46

北広島駅 - 江別駅 7便 7：05 18：30

江別駅 - 北広島駅 7便 7：05 19：00

虹ヶ丘東 小林橋 新札幌駅 4便 7：00 8：35

虹ヶ丘線
（循環）

虹ヶ丘東経由 新札幌駅 虹ヶ丘東 新札幌駅 13便 9:05 21:40

柏葉台団地 - 新さっぽろ 17便 6：58 19：25

新さっぽろ - 柏葉台団地 18便 7：30 20：30

路線名

西幌経由

共栄線

虹ヶ丘線

北海道
中央バス・
ジェイ・アール
北海道バス
共同運行路線

新さっぽろ大曲線

ジェイ・アール
北海道バス

北広島線

長沼線

南幌線

北の里経由
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 （3）バス停勢力圏（※1） 

   北広島市の生活バス路線については、JR 北広島駅を中心に各地区を結ぶ路線が

確保されており、一定の充足は図られていますが、市街化調整区域等においてはバ

ス停勢力圏外となる地域がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 バス停勢力圏 

自宅からバス停までの距離を無理なく歩ける範囲（300ｍ※2を設定） 

※2 300ｍについて 

  一般的な人（歩行速度 80ｍ/分）の 90％が抵抗感を感じない時間 3.5 分としており、

これを距離に換算すると「3.5（分）×80（m/分）＝280（m）≒300（m）」となる。 

  

図 1-10 北広島市のバス停勢力圏 

出典：社団法人 土木学会「バスサービスハンドブック」 

出典：北海道中央バス、ジェイ・アール北海道バス 
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（4）バス交通に係る市補助金及び利用者の推移 

  バス路線を運行するバス事業者に対し、バス路線の維持・確保を目的とし

た補助制度を平成 24 年度に創設しています。  

補助額は、補助対象経路線の運行欠損額の 1/2（上限 250 万円）でしたが、

赤字額の増加傾向を踏まえ、平成 27 年度より上限額を 400 万円に増額してい

ます。 

  （平成 24 年度：250 万円 → 平成 27 年度：400 万円） 

  市内を運行する路線バスの利用者は減少傾向にあり、平成 20 年から平成 27

年で約 1割減少しています。 

  （平成 20 年：約 383 万人 → 平成 27 年：約 341 万人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1,028  852  844  891  859  792  755  657  632  606  573  526  608  

1,878  
1,945  

2,826  2,866  2,949  3,038  2,890  
2,835  2,877  2,827  2,759  2,768  2,799  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

市外線 市内線 

利
用
者
数
（
千
人
） 

2,906 
2,797 

3,830 
3,670 3,757 

3,808 

3,407 3,433 

3,509 
3,492 

3,645 

3,294 

3,332 

図 1-11 市内を運行する路線バスの利用者の推移 

出典：北広島市統計書 
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2,939  

2,905  
2,924  

2,861  

2,823  

2,788  2,783  

2,700

2,750

2,800

2,850

2,900

2,950

3,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

利
用
者
数
（
千
人
） 

 （5）鉄道 

  市内には、北海道旅客鉄道(株)が運行する千歳線があり、JR 北広島駅が所

在しています。 

  北広島駅では、快速列車及び普通列車が停車し、1日の便数は、札幌方面と

千歳方面で、それぞれ 114 便が運行しています。 

  北広島駅での乗車人数は、平成 23 年以降緩やかでありますが、減少傾向と

なっています。 

 

 

方 面 列車種類 便数 
始発時間 

（北広島駅） 

終発時間 

（北広島駅） 

札幌方面 

快速列車 59 便 
6 時 00 分 23 時 32 分 

普通列車 55 便 

合  計 114 便   

千歳方面 

快速列車 57 便 
6 時 24 分 24 時 21 分 

普通列車 57 便 

合  計 114 便   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 1-4 鉄道（千歳線）の現状 

図 1-12 鉄道（北広島駅）の年間利用者数の推移 

出典：北広島市統計書 
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 （5）タクシー 

  市内を営業区域としているタクシーは、5事業者あり、登録台数は 269 台と

なっており、利用者数は減少傾向となっています。 

 

 

事業者名 登録台数 

(有)リスコ 

朝日交通(株) 

北広島第一交通(株) 

(株)ウイング 

(株)MID 交通 

269 台（うちジャンボタクシー15台） 

 

 

  

表 1-5 市内で運行しているタクシー事業者 

2,111  

1,570  1,556  
1,308  

1,560  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H23 H24 H25 H26 H27

利
用
者
数
（
千
人
） 

図 1-13 タクシーの年間利用者数の推移 

出典：北広島市統計書 
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２ 各種調査結果 

 2.1 市民アンケート調査 

 

（1）調査の目的 

  市街地地区に住んでいる住民を対象に市民アンケート調査を実施し、買い物や通

院等における移動の現況と潜在ニーズを調査し、地域公共交通総合連携計画立案のた

めの基礎データの収集を目的 

 

（2）調査実施日 

  平成 22 年 12 月 7日（火）～12 月 15 日（水） 

 

（3）調査対象 

  市街地外（交通空白地域を含む）に居住する 15 歳以上の市民を対象 

 

（4）調査方法 

  郵送配布・回収 

   配布数：3,019 票  回収数：1,423 票 （回収率：47.1％） 
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男性 

38.7% 
女性 

60.2% 

無回答 

1.1% 

Ｎ＝1,423 

10歳代 

2.3% 
20歳代 

6.1% 

30歳代 

12.5% 

40歳代 

13.5% 

50歳代 

17.1% 

60歳代 

24.2% 

70歳以上 

23.3% 

無回答 

0.8% 

Ｎ＝1,423 

（5）調査結果 

 ①回答者の属性について 

  性別は男性と比較し、女性が 60.2％と多くなっています。また、年齢をみますと、

60 歳代以上の回答が約 50％を占めています。 

  居住地区をみますと、北広島団地地区が 31.1％、東部地区が 26.6％、大曲地区が

24.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

西の里地区 

10.8% 

西部（輪厚）

地区 

5.1% 

大曲地区 

24.5% 

東部地区 

26.6% 

北広島団地

地区 

31.1% 

無回答 

1.9% 

Ｎ＝1,423 

図 2-1-1 性別 図 2-1-2 年齢 

図 2-1-3 居住地区 
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  保有する運転免許証の状況は、普通免許、自動二輪、原動機付き自転車のみのいず

れかを保有しているという回答が 80％を超えています。 

  また、普通免許保有者の 80％が 70歳以上まで運転をしたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1-4 保有する運転免許証 

72.3% 

8.0% 

0.5% 

25.4% 

1.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

普通免許 

自動二輪 

原動機付き自転車 

持っていない 

無回答 

Ｎ＝1,423 

（複数回答） 

60歳未満 

0.8% 

60～69歳 

19.1% 

70～79歳 

59.3% 

80～89歳 

18.9% 

90歳以上 

1.8% 

Ｎ＝829 

図 2-1-5 運転を希望する年齢 
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 ②交通行動について 

  路線バスの利用について地区別にみますと、路線バスを「利用している・利用した

ことがある」という割合が、西の里地区、西部地区、大曲地区、北広島団地地区の 4

地区で 75％を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「利用している・利用したことがある」と回答した方の利用頻度は、西部地区、北

広島団地地区において「よく利用する」という割合が高くなっています。 

  一方、「あまり利用したことがない」と回答している割合は、西部地区で最も高く、

北広島団地地区が最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1-6 路線バスの利用経験 

図 2-1-7 路線バスの利用頻度 

77.8%

76.2%

59.0%

79.4%

78.1%

83.8%

7.4%

22.6%

37.3%

18.3%

19.2%

13.0%

14.8%

1.1%

3.7%

2.3%

2.7%

3.2%

利用している・
利用したことがある

全く利用
したことはない

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【凡　例】

無回答

北広島団地地区

東部地区

大曲地区

西部（輪厚）地区

西の里地区

23.8% 

32.3% 

17.9% 

28.5% 

31.6% 

24.8% 

61.9% 

44.2% 

51.6% 

44.0% 

36.8% 

50.4% 

0.0% 

0.6% 

1.8% 

3.2% 

1.8% 

2.3% 

14.3% 

19.3% 

25.1% 

21.7% 

26.3% 

20.9% 

0.0% 

3.6% 

3.6% 

2.5% 

3.5% 

1.6% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例 

無回答 

北広島団地地区 

東部地区 

大曲地区 

西部（輪厚）地区 

西の里地区 

よく利用する 
たまに利用 
することがある 

どちらとも 
言えない 

あまり利用した 
ことがない 

無回答 
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  買い物時の交通手段は、「自家用車（運転）」が最も多く、46.1％を占めています。 

 次いで、「自家用車（同乗）」、「徒歩」が 17.2％と高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  通院時の交通手段は、買い物同様、「自家用車（運転）」が最も多く、33.6％を占め

ており、次いで「徒歩」、「自家用車（同乗）」という順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.6% 

0.2% 

1.2% 

0.2% 

17.2% 

7.2% 

7.2% 

1.9% 

17.2% 

46.1% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答 

その他 

タクシー 

バイク 

徒歩 

自転車 

路線バス 

ＪＲ 

自家用車（同乗） 

自家用車（運転） 

図 2-1-8 買い物時の交通手段 

17.5% 

1.6% 

3.0% 

0.1% 

14.4% 

3.5% 

8.8% 

7.4% 

10.1% 

33.6% 

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

無回答 

その他 

タクシー 

バイク 

徒歩 

自転車 

路線バス 

ＪＲ 

自家用車（同乗） 

自家用車（運転） 

図 2-1-9 通院時の交通手段 
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  通勤・通学時の交通手段は、買い物及び通院と同様に「自家用車（運転）」が最も

多く、23.5％を占めており、次いで「ＪＲ」、「路線バス」という順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

43.4% 

3.0% 

0.2% 

0.2% 

6.5% 

2.5% 

8.1% 

9.4% 

3.1% 

23.5% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

無回答 

その他 

タクシー 

バイク 

徒歩 

自転車 

路線バス 

ＪＲ 

自家用車（同乗） 

自家用車（運転） 

図 2-1-10 通勤・通学時の交通手段 
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 ③北広島市のバス交通に対する満足度について 

  北広島市民のバスサービスに対する満足度をみますと、全体として「利用しにくい」、

「やや利用しにいく」の割合が、「利用しやすい」、「やや利用しやすい」の割合を上

回っています。 

  具体的には、「乗車運賃」、「定時運行」について、満足度が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.1% 19.9% 25.5% 11.8%

利用し
にくい

やや利用
しにくい

どちらとも
言えない

19.1%

やや利用
しやすい

利用し
やすい

4.7%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

利用のしやすさ

N=1044

図 2-1-11 路線バスの利用のしやすさ 

図 2-1-12 路線バスの乗車運賃 

21.9% 18.8% 51.3% 1.2%

高い やや高い
どちらとも
言えない

やや安い

3.4%

安い 無回答

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

乗車料金

N=1044
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図 2-1-13 路線バスの定時運行 

17.0% 27.2% 22.5% 5.7%

よくある たまにある
どちらとも
言えない

23.2%

あまりない ない

4.4%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

バスの遅延

N=1044

図 2-1-14 路線バスの運行ルート 

14.4% 13.1% 38.4% 13.3%

不満 やや不満
どちらとも
言えない

14.2%

やや良い 良い

6.6%

無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

運行ルート

N=1044

図 2-1-15 自宅から最寄りのバス停までの距離 

19.0% 31.9%

遠い

4.1%

やや遠い

11.3%

どちらとも
言えない

やや近い

30.5%

近い 無回答

3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

最寄バス停
までの距離

N=1044
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④北広島市内外の移動の現況、ニーズについて 

  市民アンケートの結果から、次のとおり買い物と通院に関する移動の現況とニーズ

を整理しました。 

 

 

【買い物】  

現況 

北広島団地地区は域内及び東部地区、東部地区は域内及び北広島団地地区、

西の里地区は域内及び札幌市、大曲地区は域内及び札幌市、西部地区は大曲

地区及び札幌市への移動が多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニーズ 

公共交通サービスがもっと便利になった場合の買い物交通における移動ニー

ズは、現状よりも、札幌市内方向に向かう傾向があるものの、大曲地区の三

井アウトレットパークやジョイフルＡＫ、インターヴィレッジ大曲への移動

ニーズが高いことがあげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1-16 買い物に関する移動の現況とニーズ 

西部地区

大曲地区

西の里地区

東部地区

北広島団地地区

50％以上

25％以上-50％未満

10％以上-25％未満

札幌市

イオン・ジャスコ

フードD

コープ（北広島店）
マックスバリュ

アークス
ジョイフルAK

JOY

東光ストア
コープ（北広島店）

西部地区

大曲地区

西の里地区

東部地区

北広島団地地区

50％以上

25％以上-50％未満

10％以上-25％未満

札幌市

希望＿買い物

セリオ 
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西部地区

大曲地区

西の里地区

東部地区

北広島団地地区

50％以上

25％以上-50％未満

10％以上-25％未満

札幌市

希望＿通院

 

【通院】  

現況 

北広島団地地区は域内及び東部地区、東部地区は域内及び北広島団地地区、

西の里地区は域内、大曲地区は域内、西部地区は大曲地区への移動が存在。

加えて、このいずれの 5地区から札幌市への移動も多くみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニーズ 

公共交通サービスがもっと便利になった場合の通院交通における移動ニーズ

は、各地区へ分散していますが、札幌市内方向に向かう傾向があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-1-17 通院に関する移動の現況とニーズ 

西部地区

大曲地区

西の里地区

東部地区

北広島団地地区

50％以上

25％以上-50％未満

10％以上-25％未満

札幌市

里塚病院
札幌社会保険総合病院 恵仁会

三愛病院

北広島病医院
北進内科

北広島小児科

大曲ファミリークリニック
川島内科

大曲こどもクリニック

中央クリニック
北の台クリニック

北広島病院 
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 2.2 消費生活調査 

 

（1）調査の目的 

  消費行動（交通手段等）についての市民のニーズ、意識を把握することを目的 

 

（2）調査実施日 

  平成 26 年 11 月 20 日（木）～12 月 12 日（金） 

 

（3）調査対象 

  北広島市内に居住する 30 歳以上の市民を対象 

 

（4）調査方法 

  郵送配布・回収 

   配布数：3,810 票  回収数：1,235 票 （回収率：32.4％） 
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（5）調査結果 

 ①回答者の属性について 

  性別は女性が 60％以上を占めています。また、年齢をみますと、60 歳代が 34.3％

と最も多く、次いで 70歳代が 22.8％と多くなっています。 

  居住地区をみますと、北広島団地地区が 33％と最も高く、一方、西の里地区が 9％、

西部地区が 6％と低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-2-1 性別 

男性

36.8%

女性

62.8%

無回答

0.3%

図 2-2-2 年齢 

30代

10.1%

40代

14.3%

50代
17.7%60代

34.3%

70代

22.8%

80歳

以上

0.6%

無回答

0.1%

東部

地区

27%

北広島

団地

地区
33%

西の里

地区
9%

大曲

地区
25%

西部

地区
6%

不明

0%

図 2-2-3 居住地区 

Ｎ＝1,235 

Ｎ＝1,235 Ｎ＝1,235 
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  保有する運転免許証の状況は、普通免許、自動二輪、原動機付き自転車のみのいず

れかを保有しているという回答が約 80％を占めています。 

  また、普通免許保有者の約 90％が 70 歳以上まで運転をしたいと考えています。 
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図 2-2-4 保有する運転免許証 

Ｎ＝1,235 

70.2％ 

8.1％ 1.0％ 

19.4％ 
1.3％ 

59歳以下
0.2%

60～64歳
3.1%

65～69歳
8.6%

70～74歳
33.5%

75～79歳
27.7%

80歳以上
27.0%

図 2-2-5 運転を希望する年齢 
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 ②路線バスの利用頻度について 

  バスの利用頻度を地区別でみますと、大曲地区を除く４つの地区で 20％以上が「利

用しない」と回答し、特に東部地区では「利用しない」の割合が 36.4％を占めてお

り、各項目の中で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

週５日以上

4.5%

週３～４日

5.9%

3.9%

3.6%

週１～２日

6.7%

5.6%

5.5%

4.8%

月に数回

8.7%

14.1%

15.0%

16.8%

11.5%

13.2%

年に数回

26.6%

28.5%

32.7%

33.9%

29.5%

100.0%

29.8%

利用しない

36.4%

26.0%

22.4%

18.7%

30.8%

27.0%

無回答

22.7%

14.4%

20.6%

19.7%

24.4%

19.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東部地区(n=335) 

北広島団地地区(n=404) 

西の里地区(n=107) 

大曲地区(n=310) 

西部地区(n=78) 

不明(n=1) 

全地区(n=1235) 

図 2-2-6 路線バスの利用頻度 
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 ③北広島市のバス交通に対する満足度について 

  北広島市民の路線バスに対する評価は、全体の満足度は、約 25％と低くなってい

ます。また、項目別にみますと、「運行便数」、「終発時刻」、「運賃」について、「やや

不満足」、「不満足」の回答が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足

35.6%

4.1%

12.1%

8.0%

5.7%

6.0%

15.7%

6.6%

9.3%

5.5%

やや満足

26.8%

14.0%

13.4%

10.0%

10.9%

15.1%

30.3%

17.0%

19.8%

20.6%

どちらでもない

15.3%

13.2%

33.0%

25.1%

28.6%

36.2%

31.8%

34.4%

30.5%

28.1%

やや不満足

8.6%

24.3%

8.2%

13.5%

19.9%

15.5%

4.5%

14.8%

13.3%

19.5%

不満足

9.7%

33.1%

10.9%

21.7%

21.4%

13.3%

1.9%

10.6%

9.1%

14.0%

わからない

4.1%

11.4%

22.3%

21.7%

13.6%

13.9%

15.7%

16.5%

17.9%

12.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自宅とバス停の距離(n=888) 

運行便数(n=880) 

始発時刻(n=833) 

終発時刻(n=836) 

運賃(n=861) 

バス停の快適性(n=854) 

乗車中の快適性・安全性(n=851) 

運行情報のわかりやすさ(n=846) 

バスの定時性(n=848) 

総合的な満足度(n=862) 

図 2-2-7 路線バスに対する満足度 
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 ④北広島市のバス交通に対する満足度（ＣＳポートフォリオ分析）について 

  路線バスの評価（満足度調査）について、CSポートフォリオ分析を実施しました。 

  この手法は、総合満足度に各項目が影響する度合い（重要度と定義）を算出し、ま

た、各項目の満足度より散布図に入れ込むことです。 

  なお、本分析においては、各要素の差異が明確化されるように、重要度、満足度と

もに偏差値化しました。 

  このポートフォリオ図の解釈として、以下の通りに位置づけられ、特に④エリアに

あがる項目が課題であるとされます。 

 

 ①：重要度・満足度ともに高いことから、重点サービス維持分野 

 ②：重要度は低く、満足度は高いことから、サービス維持分野 

 ③：重要度・満足度ともに低いことから、サービス改善分野 

 ④：重要度は高く、満足度は低いことから、重点サービス改善分野 
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④エリア
重点サービス
改善分野

①エリア
重点サービス
維持分野

②エリア
サービス維持
分野

③エリア
サービス改善
分野

満
足
度

重要度

図 2-2-8 ＣＳポートフォリオ図の領域説明 

④ 
重点サービス
改善分野 

② 

① 
重点サービス 
維持分野 

② 
サービス 
維持分野 

③ 
サービス 
改善分野 
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 【市全域】 

 「運行便数」、「乗車運賃」が重点改善項目としてあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東部地区】 

 「運行便数」が重点改善項目としてあげられています。 
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終発時刻

運賃

バス停の快適性

乗車中の快適性・安全性

走行情報の分かりやすさ

バスの定時性

図 2-2-9 ＣＳポートフォリオ図（市全域） 

図 2-2-10 ＣＳポートフォリオ図（東部地区） 
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 【北広島団地地区】 

 「運行便数」、「乗車運賃」が重点改善項目としてあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【西の里地区】 

「運行便数」、「乗車運賃」が重点改善項目としてあげられています。 
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終発時刻

運賃

バス停の快適性

走行情報の分かりやすさ

バスの定時性運行便数

乗車中の

快適性・安全性

図 2-2-11 ＣＳポートフォリオ図（北広島団地地区） 
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図 2-2-12 ＣＳポートフォリオ図（西の里地区） 
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 【大曲地区】 

「運行便数」、「終発時刻」が重点改善項目としてあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【西部地区】 

「運行便数」、「バスの定時性」が重点改善項目としてあげられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-2-13 ＣＳポートフォリオ図（大曲地区） 
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図 2-2-14 ＣＳポートフォリオ図（西部地区） 
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2.3 バス利用実態調査 

  

 （1）調査の目的 

   北広島市内における主要バス停の具体的な乗降客数、行き先、利用目的や満足度

等を把握することを目的 

 

 （2）調査実施日時 

   平成 23 年 1 月 20 日（木） 午前 7時～午後 7時 

 

 （3）調査対象 

   対象バス停留所は、ＪＲ北広島駅の東口、西口及び、東部地区、北広島団地地区、

西の里地区、大曲地区、西部地区において、乗降者数の多いバス停を各 1ヶ所選定 

   ○北広島駅東口（北広島団地地区） 

 ○北広島駅西口（東部地区）  

   ○東部中学校入口（東部地区） 

 ○大曲（大曲地区） 

 ○西の里（西の里地区） 

   ○栄町 3丁目（北広島団地地区） 

 ○希望ヶ丘（西部地区） 

 

 （4）調査方法 

   各停留所において、乗降客に聞き取り調査を実施 

   乗降客数：868 人 
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 （5）調査結果 

  ①回答者の属性について 

   北広島市内を運行する路線バスの利用者は、「女性」の割合が多くなっており、

年代は運転免許の保有率が低いであろう「10 歳代」、「20 歳代」の利用が多くなっ

ています。 

   利用目的は、「通勤」、「通学」、「帰宅」の割合が多く、次いで「買物」が多くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性,
63.5%

男性,
36.5%

図 2-3-1 性別 

30代, 7.4%

50代,
14.5%

40代, 9.0%

60代,
13.8%

70代,
11.8%

20代,
17.3%

10代,
26.3%

図 2-3-2 年代 

買物, 7.6%

通院, 3.3%

その他, 7.1% 無回答, 0.1%

通勤, 19.1%

帰宅, 47.6% 通学, 15.1%

図 2-3-3 利用目的 

Ｎ＝868 

Ｎ＝868 

Ｎ＝868 
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  バスの乗車時間帯は、通勤・通学の時間帯である「7～9 時台」と「16～18 時台」

が多くなっています。 

 

 

 

  

16～18時台,
30.6%

13～15時,
20.3%

10～12時台,
18.8%

7～9時台,
30.3%

図 2-3-4 バスの乗車時間帯 

Ｎ＝868 
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（6）バス乗降者の移動状況 

 バス利用者全員（N＝868）の移動状況 

・バス利用者全員の移動状況をみてみると、「駅西口バス停」から「北広島団地地区」

への移動と、「大曲バス停」から「札幌清田・豊平方面」への移動が 100 人以上と

非常に多くなっています。 

・次いで、「西の里バス停」から「札幌厚別方面」への移動と「駅東口バス停」から

「長沼方面」への移動が多くなっています。 

・次いで、「北広島団地地区」の地区内の移動と、「駅東口バス停」から「東部地区」

への移動、「駅西口バス停」から「東部地区」への移動が多くなっています。 

・「駅西口バス停」から「大曲地区」への移動、「駅東口バス停」から「南幌方面」へ

の移動も多い傾向があります。 
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9
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2

14Ｎ＝868 

北広島市 札幌市 その他市町村 不明 総計

JR北広
島駅

北広島
団地地
区

大曲地
区

東部地
区

西部
（輪厚）
地区

西の里
地区

厚別区 清田区 豊平区 中央区 長沼町 南幌町 恵庭市 千歳市 江別市 不明

北広島駅東口 53 11 6 72 43 5 1 191
北広島駅西口 109 46 52 8 14 1 1 1 232
東部中学校入口（東部地区） 37 4 1 2 1 3 48
大曲（大曲地区） 5 2 4 16 13 55 54 16 8 6 179
栄町３丁目（団地地区） 54 2 4 1 1 62
希望ヶ丘（西部地区） 9 9 10 11 3 6 6 54
西の里（西の里地区） 9 9 3 76 3 2 102
総計 60 169 62 120 24 14 97 80 66 19 78 45 14 12 6 2 868

　　　　　　　　　　　　降車場所

　乗車バス停

図 2-3-5 バス乗降者の移動状況 
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３ 都市・交通に関する現状と課題の整理 

 都市及び公共交通に関する現況や市民意識調査を踏まえて、次のとおり現状と課題を

まとめます。 

 

【現状】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域特性 

・市街地が５つの地区に分散している。 

・社人研の推計では、今後、人口減少が進行すると見込まれている。 

・年少人口と生産年齢人口は減少するとされているが、老年人口は増加すると推計

されている。 

・北広島団地地区の高齢化率は、他の地区と比較して、著しく高くなっている。 

・都市機能施設について、概ね各地区に立地されている。 

公共交通 

・市内を運行しているバス路線は、2社 18 路線で構成されている。 

・市街地においては、既存バス路線で概ね充足されている。 

・市街化調整区域には、路線バスなど走行していない交通空白地域が存在する。 

・路線バス利用者については、市外線及び市内線において、減少傾向が続いている。 

・市内線に限っては、路線の維持・確保を目的に平成 24 年度から補助金を交付し

ている。 

・既存バス路線では、北広島駅を経由して各地区に移動することはできるが、直接

的に各地区を結ぶ路線はない。 

路線バスの利便性 

・路線バスの利用のしやすさについては、「利用しにくい」という割合が「利用し

やすい」という回答を上回っている。 

・「自宅とバス停の距離」「乗車中の快適性・安全性」について、「満足」「やや満足」

の割合が高くなっているが、一方、「運行便数」「運賃」「終発時間」について、「や

や不満足」「不満足」の割合が高い。 
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移動の現況とニーズ 

【現況】 

・買い物に関する移動は、地区内の移動が多い状況となっているが、西部地区から

大曲地区への移動がみられる。また、西の里地区、大曲地区及び西部地区からは

札幌市への移動がみられる。 

・通院に関する移動は、地区内の移動が多い状況であるが、いずれの地区からも札

幌市への移動がみられる。 

【ニーズ】 

・買い物に関する移動は、各地区から大曲地区へのニーズがみられる。 

・通院に関する移動は、各地区から札幌市へのニーズがみられる。 

自家用車の普及 

・人口減少は進行しているが、一方で、自動車保有台数は増加傾向にある。 

・市民意識調査において、運転を希望する年齢について、75 歳以上という方が 50％を

超えている。 

・買い物、通院や通勤・通学に関する交通手段は、自家用車による移動が最も多い。 

・各地区において、路線バスを「年に数回利用する」「利用しない」という割合が多い。 

・北広島団地地区においては、他の地区に比べ、日常的(※)に路線バスを利用している

人が多い傾向がある。 

 ※日常的：週 1日以上の利用 
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【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域特性 

 

・社人研の推計では、今後、人口減少が進行すると見込まれており、生産年齢人口や通

学者が減少することにより、公共交通の利用者が減少することが考えられる。 

・市街地が５つに分散しており、地区により移動ニーズが異なっている。 

公共交通 

 

・市街地においては、既存バス路線の体系で概ね網羅されているが、路線バス等が運行

していない交通空白地域が存在する。 

・既存バス路線の体系では、北広島駅を経由しなければ、地区間の移動ができない状況

にある。 

・路線バス利用者の状況は、市外線及び市内線において減少傾向が続いており、このま

まの状況が続くと、今後、公共交通サービスの縮小・撤退が懸念される。 

路線バスの利便性 

 
・市民意識調査において、利用者は、路線バスが利用しにくいと感じている方が多い。 

・項目別では「運行便数」「運賃」「終発時間」についての不満度が高い。 

自家用車の依存 

 

・公共交通の利用者が減少する一方で、自動車保有台数は増加傾向にある。 

・市民意識調査において、買い物等における移動手段に自家用車を利用するという回答

が多い。 



 

 

 


